
 
  



 
  



 
  



 
  



  



 
  



 
  



 
  



  



 
 

 

2016-17 年度会長 ⾓⼭⼀俊   

「ロータリーで友情を育もう」 

2017-18 年度会長 渡辺美智⼦   

「Enjoy 例会︕Enjoy 奉仕︕ 
Enjoy Rotary︕」 

2018-19 年度会長 齋藤明⼦   

「和気藹々」 
―笑顔で元気に六本⽊らしく― 

2019-20 年度会長 安部義彦   

2022-23 年度会長 今村道⼦   

2021-22 年度会長 柏原玲⼦   

2020-21 年度会長 髙栁公康   

「つなげよう、つながろう、新しいやり⽅で」 
(Connect and Be Connected in 
Innovative Manners) 

「気軽に、チャレンジ、Rotary」 

「つなげようロータリーの わ︕」(=和・輪) 

「楽しもうロータリー︕ 
ファインコミュニケーションで」 

ロータリーに集う仲間たちが、本当に親し
くなり、友情を深めていくことが、ロータ
リーの活動の原点であり、ロータリーの活
性化につながると考えるからです。 

ポール・ハリスが、ロータリーを創設した理由が「さびしか
ったから」であるとは有名な話です。ロータリーを通じて真
の友⼈をつくることにあったのです。それぞれの職業分野を
代表する会員が、毎週集い、語らい、共に奉仕活動を⾏う団
体は、他になく、家族を除けばこれほど密度の⾼い⼈間関係
も稀です。会員相互の親交を深める為に、親睦の機会を多く
設定し会員全員がより親しくなれるようします。 

全会員参加型の運営を図り、会員相互に育
んだ友情の絆をなお⼀層深いものにし、例
会に、奉仕に、ロータリー活動を全会員で 

Enjoy！したいと思います。 
 
クラブの 10 年後、20 年後を⾒据え、クラブに相応しい会員
の増強を図り、ロータリー活動全体を正しく理解し、アクテ
ィブな会員となって頂けるよう、クラブ内での新会員への研
修プログラムを検討して参りたいと思います。 

和やかで楽しい気分が満ち溢れている東京
六本⽊ロータリークラブが今までと変わり 

なく、魅⼒ある例会・⾝近な奉仕・楽しいイベント企画を実
施し、会員同⼠の友情を育みましょう。 
 
そして積極的にロータリー活動に参加し、ロータリーを再確
認して各会員のパワーアップ＝(イコール)クラブのパワーア
ップに繋げていきたいと思います。 
☆誰かがするのではない、⾃分たちが⾏動すること!!!☆ 

クラブメンバーが地域や様々な職業の⽅等
をつなげる⼒になると共に、メンバー⾃⾝  

も新しいつながりを得られる⼀年になるように、という思い
を込めています。 
 
ロータリー本来の⽬的達成に必要なものとそうでないものを
⾒分け、メンバーが⼀層チームワークを発揮、資源集中し、
完璧主義にとらわれず、「ベストエフォート」の考えにシフ
トし、運営していきたいと考えます。 

例会や活動に気軽に参加していただいて、
会員同⼠の繋がりや、コミュニケーション
を⼤切にして、クラブ活動が楽しく、「や
っぱり六本⽊が良いなー」と思える環境作
りを⽬指します。 

クラブが、今後も継続して成⻑していく為には、環境変化に
適応できる様、些細なことでも、⾊々なアイデアや新しいや
り⽅を、誰でも提案したり、発信したりできる、拒絶しない
でそれに⽿を傾ける、そんなクラブの雰囲気やクラブの形づ
くりにチャレンジしていきたいと思います。 

「 わ !」には「和」と「輪」の意味があ
り、「和」は和合・平和・和み・親和・調
和などの「和」。ロータリアンの⼼と⼼が
つながり、お互いに友情や信頼、笑顔でつ
ながって活動することを⽰します。 

「輪」は⽂字通りサークルの「輪」。五輪の標章（シンボル
マーク）が 5 つの輪でつながっているように、私たちの活
動の輪が地域とつながり、社会とつながり、世界へと次々に
つながっていく。そのようなロータリーが⽬指す理念を、こ
のテーマに込めさせて戴きました。 

ファインコミュニケーションは「会員やま
わりの⼈たちとの対話を⼤切にしよう」、
という気持ちを込めて探した⾔葉です。 

ひとり⼀⼈の会員が、ファインな気持ちや状態でいられるよ
うに、配慮のある対話を重ねることでお互いの思いを知るこ
とから活動の⽅法を探していくことを基本にしたいと考えて
います。私たちがファインな気持ちで楽しそうに例会に参加
し、親睦を深め、積極的に奉仕活動を⾏っている姿をイメー
ジしながら今年度も皆さまとご⼀緒に六本⽊ロータリーらし
い経験を重ねていきたいです。 
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2023-24 年度会長 ⿃居正男   

「楽しく⼀緒に気分よく」 

「楽しく⼀緒に気分よく」メンバーでいることがよい気分、
例会参加がよい気分、イベント参加がよい気分、ニコニコボ
ックス協⼒がよい気分、奉仕活動がよい気分、とメンバーと
⼀緒に過ごすことを通じ仲間意識が強まり、気分がよくなる
クラブになるようにしたいとの思いを込めました。例会やイ
ベントへの参加が義務感からではなく、仲間と会いたい、話
したいなと思えるようなクラブに。 

六本⽊ロータリークラブの⼀番のすばらし
さは、居⼼地のよさです。品の良い雰囲気
を保ちつつ、新しい仲間を暖かく受け⼊れ
るオープンさを兼ね備えた居⼼地のよい⾵
⼟がしっかりと根付いています。 



  
 

 
 
 

 
 

 

創⽴ 10 周年記念例会・祝賀会 
  
創⽴ 10 周年記念例会は「共に暮らせる
未来を」をテーマに 2014 年 12 ⽉ 8 ⽇の
17 時から開催されました。 
 
 当⽇はスポンサークラブの⻄ロータ
リーメンバー44 ⼈に⾒守られ、遠くは台
北の桃園蘆⽵ロータリークラブから 
18 ⼈が出席、総勢 246 ⼈の参加者を得
て、盛⼤な会とすることが出来ました。 
 
記念講演は 2012-13 年度国際ロータリ
ー会⻑の⽥中作次様をお迎えし、10 周年
実⾏委員⻑の平松さんの質問に⽥中様
が答える形式で⾏われました。⽥中様は
平松委員⻑の突っ込んだ質問にも気さ
くにお答え下さり、会⻑時代の⽣活の様
⼦や国際ロータリー活動を分かりやす
く窺い知ることが出来ました。 
 
 祝賀会の部では、津軽三味線セ三味ス
トリートと、バイオリニスト⼩松原未⾐
さんの和洋楽器の共演、そこへ、けん⽟
チャンピオン伊藤祐介さんのパフォー
マンスが加わり⼤いに盛り上がりまし
た。今回は海外からのお客様も多数いら
して下さったので、⽇本の⽂化を感じて
いただける良い機会になったと思いま
す。また、華やかで元気なアトラクショ
ンは「次の 10 年に向けて頑張ろう。」と
いう気持ちにさせてくれました。 
 
 数時間の催しでしたが、私達クラブの
10 年間の実績が凝縮された素晴らしい
記念例会・祝賀会となりました。 
 

10 



  

「ノーベル⽣理学・医学賞受賞」⼭中伸弥先⽣講演会 

2015-16 年度の社会奉仕活動として、2015 年 11 ⽉ 4 ⽇(⽔)に東京六本⽊ロータリークラブは、東京⻄ロータリーク
ラブと共同でノーベル医学・⽣理学賞受賞者であり京都⼤学 iPS 細胞研究所（CiRA）所⻑である⼭中伸弥教授を招いて
「iPS 細胞がひらく新しい医学」と題した講演会及び⾷事会を開催し、ロータリー会員を中⼼に 420 名以上の参加者を
集めました。参加者は、約１時間の講演の後、グランドハイアットのコースディナーを堪能し、⼤変有意かつすばらし
い時間を過ごすことができました。2006 年に⼭中伸弥教授率いる京都⼤学の研究グループによって初めて作られた
iPS 細胞は、⼈体のほとんどの細胞を作ることが可能な細胞であり、その研究は再⽣医療や新薬開発に⽋かせないもの
となっています。講演会は iPS 細胞の最先端研究について⼭中伸弥教授から直接お話をお伺いする⼤変貴重な機会とな
りました。 

なお、講演会の参加費の⼀部（4,207,150 円）は、iPS 細胞の研究、ひいては医療の発展に役⽴てればとの思いを込め
て、iPS 細胞研究基⾦へ寄付されました。 

京都⼤学 iPS 細胞研究
財団への寄付に対し、
⼭中伸弥理事⻑より、
安部 2019-20 年度会
⻑へ当クラブからの寄
付⾦に対する感謝状が
授与されました。 
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当クラブのバナーは、六本⽊の丘にそびえるビルをモチーフにしています。 
また、奉仕の理想を追求するロータリークラブとして地域に深く根を張り、 

かつ世界へのアピールを⽬指すクラブをイメージしています。 
テーマカラーは暖⾊を基調にしたグラデーションにより、社会とクラブの発展を現しています。 

バナーの制作意図 



 
 
 

 
  

その後、ガバナー挨拶、メルナーアイザック PBG ガバナー補佐による乾杯。
エンターテインメントではカトーエミイ舞踊塾フラアーツのお⼦様達のフラ
が披露され、お⼦様達のフラは⼤変可愛らしく、PBG の⽅からもお褒めのお
⾔葉をいただきました。姉妹地区である第 3650 地区朴秀夫総裁よりご挨拶い
ただき、歓談の後、18 時に閉宴となり地区⼤会⼀⽇⽬が終了となりました。

六本⽊ RC がホストクラブとしての地区⼤会開催 
 
国際ロータリー第 2750 地区 2019-20 年度ガバナーに就任された、淺⽥ガバナー年度が 2019 年 7 ⽉よりスタートし、2020 年
2 ⽉ 24 ⽇ 18 時よりグランドプリンスホテル新⾼輪パミール館にて地区⼤会インターナショナルナイトが開催されました。 
新型コロナウィルスの影響が⼼配される中、マスク着⽤と⼿指のアルコール消毒による体制での開催となりました。 
今回はパラオ・ミクロネシア・台湾の⽅々は参加されませんでしたが、PBG からグアム・サイパンから 23 名の⽅々に参加し
ていただき、皆でディナーを堪能いたしました。 
淺⽥豊久ガバナーから⼩池百合⼦東京都知事へ⾞椅⼦の贈呈が⾏われました。寛仁親王妃信⼦殿下もご臨席され、東京⻄ロー
タリークラブ⼀中節同好会による浄瑠璃⼀中節「現代の都」「都若衆萬歳」「⽯橋」の 3 曲が披露されました。 

18 時半から予定していました懇親会は新
型コロナウィルスの影響により中⽌とな
りましたが 2 ⽇間の地区⼤会が盛会に終
了致しました。 
 
最後に六本⽊ロータリークラブの皆様、準
備に携わってくださった地区役員の⽅々、
ご参加してくださった⽅々、お⼿伝いご協
⼒頂いた⽅々、すべての皆様に⼼より感謝
申し上げます。 

翌 25 ⽇は 10 時半より会⻑・幹事会、13 時から本会議が開催され、参加国国旗の⼊場からはじまり開会点鐘、ロータリーソ
ング⻫唱、物故会員への黙祷、来賓紹介、姉妹地区第 3650 地区紹介、参加クラブ紹介、RI 会⻑ビデオメッセージ、姉妹地区
ガバナー挨拶と続き、寛仁親王妃信⼦殿下にご臨席賜り記念講演を賜りました。妃殿下のご体験をもとにしたお話は⼤変分
かりやすく貴重な講演でございました。 
その後、各種委員会報告、決議委員会報告、⼤会決議案協議採択、ガバナーエレクト挨拶、ガバナーノミニー挨拶、⻘少年活
動報告と続き、六本⽊ロータリークラブ会員カトーエミイさんの舞踊塾フラアーツの皆様による古典フラ・現代フラが披露
されました。⼀⽇⽬のお⼦様達のフラとは違い、⼤⼈数の⼥性の⽅々が躍るフラは迫⼒があり圧巻でした。 
さらに、寄付の贈呈、⻑寿会員表彰、ボッチャ⼤会の表彰、ホストクラブ会⻑謝辞、次期ホストクラブ会⻑挨拶、ガバナー謝
辞が⾏われ 18 時過ぎに閉会となりました。 
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ジェニファー・ジョーンズ RI 会⻑をお招きして⼭の⼿東グループ合同例会 
 

 
   

ジェニファー会⻑が⼊場され 11 クラブ会⻑が登壇し開会点鐘
が⾏われました。 
国歌⻫唱では、東京六本⽊ RC 合唱団と原宿 RC 粟津幹事のア
カペラによるカナダ国歌”O CANADA” 
ジェニファー会⻑の驚きの表情、そして笑顔と温かい拍⼿。思い
出に残るものとなりました。 
渡辺ガバナー補佐の⼆か国語でのご挨拶と来賓のご紹介では、
当地区に加わって今年 50 周年の PBG と Zoom で繋ぎ、PBG 森
崎ガバナー補佐とオンラインでの会話をいたしました。Group 
for One で私たちのカウンターパートであるタモンベイロータ
リークラブのメンバーを中⼼に、30 名近くの PBG メンバーが
Zoom でこの合同例会に参加されたことも、とても意義のある
ことだと思います。 

2022 年 11 ⽉ 17 ⽇（⽊）ホテルニューオータニ東京『鳳凰の間』にて、ジェニファー・ジョーンズ RI 会⻑をお招きし
ての⼭の⼿東グループ 11 クラブ合同例会が開催されました。11 クラブ会⻑幹事が役割を分担し、今村会⻑は司会とい
う⼤役を、⾕⼝幹事は会場スクリーンの操作や Zoom 配信のサポートを担ってくださいました。 

⾠野 RI 直前理事ご挨拶の後、11 クラブより資料を集め、
「国際奉仕」「3.11 復興⽀援」「地域奉仕」の 3 つの柱で、
取り組んできた奉仕活動を簡潔にまとめたビデオ紹介で
す。六本⽊ RC が取組んできたグアム友情の奨学⾦、六本
⽊クリーンアップやインターンシップの活動も紹介されて
います。 
続いて PBG が取り組んでいる Christmas Drop Project に
ついてビデオ上映。⽶軍はじめ各国の空軍が参加する⼤規
模なプロジェクトで⼤変興味深いものでした。 

いよいよジェニファー会⻑のスピーチとなり、私たちの奉仕活動についても⼤変興味を
持って下さり、⾃分が⽬で⾒て体感したこと、経験した奉仕活動をロータリーの外に向
けて⾃分の⾔葉で発信していくことの⼤切さについて、また、世界 7 地域を巡るインパ
クトツアーで彼⼥が経験したことをお話くださいました。全てを包み込むオーラで、会
場中が魅了された時間でした。 
Q&A セッションで、六本⽊ RC の“What motivates you to be active in service?”の質問
に、”people”とお答えになったことも印象的です。 
富澤ガバナーの乾杯のご挨拶後、会⾷となり、環境にも健康
にもサスティナビリティに配慮したメニューをいただきま
した。⾷後のコーヒーは原宿 RC がサポートされている“僕
らは⽿で焙煎をする”コーヒー⾖を使⽤。各テーブルは委員
会や役職ごとにお座りいただき、短い時間ではありました
がクラブを越えての交流も図れたのではないでしょうか。 
⾷後は”Welcome Jennifer!” と書かれたハート型のメニュ
ーカードを皆で掲げ、『Imagine』の⼤合唱。 
その後、閉会点鐘をもって終了。退場曲『Celebration』に合
わせて踊りながら退場されるジェニファー会⻑のお茶⽬な
⼀⾯も拝⾒することができました。 

ご出席いただきました皆さまに感謝いたします。カナダ国歌⻫唱を快くお引き受けくださり、劒物さんをはじめ東京六本
⽊ RC 合唱団の皆さま、本当にありがとうございました。また、Zoom 配信には髙栁さんの絶⼤なるサポートをいただき、
⼼より御礼申し上げます。最後になりましたが、渡辺ガバナー補佐、本当にお疲れ様でした。 
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ジェニファー・ジョーンズ RI 会⻑をお招きして⼭の⼿東グループ合同例会 



 
   

 
 

是⾮、ロータリーへご⼊会ください。 
変化を⽣み出すロータリーの⼒の源は、世界 46,000 以上のクラブで活動する 140 万⼈の会員。友情で結ばれた会員
は、地元での草の根の活動から、⼤規模な世界的活動まで、幅広く奉仕活動に取り組んでいます。ロータリーに関⼼を
もったなら是⾮お問い合わせください。ロータリーの魅⼒をご案内いたします。 
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クラブの活動拠点「グランドハイアット東京」 



 
 
 
 
 
 

 

 

国際ロータリー第 2750 地区 

東京六本⽊ロータリークラブ 
Rotary Club of Tokyo Roppongi 

 

 
――――――――クラブ概要―――――――― 

 
名称  東京六本⽊ロータリークラブ 
所属地区  国際ロータリー第 2750 地区 
所属地域  港区・渋⾕区 
スポンサークラブ 東京⻄ロータリークラブ 
特別代表  佐藤晃⼀(1997-98 年度東京⻄ロータリークラブ会⻑) 
創⽴  2004 年 11 ⽉ 22 ⽇ 
RI 加盟認証⽇ 2004 年 12 ⽉ 8 ⽇ 
認証伝達式 2005 年 1 ⽉ 24 ⽇ 
例会会場  グランドハイアット東京（TEL︓03-4333-1234） 
例会⽇時  毎週⽉曜⽇（祝⽇の時は休み）12︓30ー13︓30 
会員数  チャーターメンバー︓42 名（男性 30 名、⼥性 12 名） 
2023 年 7 ⽉現在  ︓55 名（男性 39 名、⼥性 16 名）※名誉会員 1 名含む 

 
――――――――事 務 局―――――――― 

〒106-0032 東京都港区六本⽊ 6-2-35-601 
TEL:03-6721-1555 FAX: 03-6721-1556 

rotaryclub6@wine.ocn.ne.jp 
http://www.tokyoroppongi-rc.jp/ 

 
ロータリーの目的 

 
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、 
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある。 

 
第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。 
第２  職業分類上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値 

あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自 
の職業分類を高潔なものとすること。 

第３  ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活
において、日々、奉仕の理念を実践すること。 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業分類人が、世界的ネットワークを 
通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。 

四つのテスト The 4-way TEST 
―⾔⾏はこれに照らしてから― Of things we think,say or do 

1. 真実か どうか Is it the TRUTH ? 
2. みんなに公平か Is it FAIR to all concerned ? 
3. 好意と友情を深めるか Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS? 
4. みんなのためになるか どうか Will it be BENEFICIAL to all concerned ? 


